
   

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

目      的  

夏本番を迎え、本格的なレジャーシーズンが到来します。 

この時期は、行楽の際に自動車を運転する機会が増えるほか、暑さやレジャーの

疲れから運転者の注意力が散漫になりがちです。また、外出する子どもや高齢者が

増えて、交通事故に巻き込まれる危険性が高まります。 

さらに、夏特有の解放感や祭礼などで飲酒の機会も増え、飲酒運転による交通事

故も懸念されます。 

そこで、取組重点に沿った夏の交通安全市民運動を展開し、交通事故の防止を図り

ます。 

 豊田市交通安全市民会議  
 

平成３０年度 交通安全ポスターの部 優秀作品 

スローガン  

「ストップ・ザ ・交通事故  ～高めようモラル  守ろうルール～」  

「市内一斉交通安全 

街頭活動の日」 
                                                 

■内容  

市内一斉に交通安全街頭

活動を実施し、活動者自身

と通行車両の交通安全意

識の高揚を図ります。   

 

■期日  
令和元年７月１1 日（木） 

時間、場所などは各自治

区、団体単位で設定してく

ださい。交通安全街頭活動

に御協力をお願いします。 
 

 
ゆずり合う 

 心のゆとりで 

     ふせぐじこ 

平成３０年度 交通安全標語の部 優秀作品 

 



運 動 重 点 取  組  内  容 

子どもと高齢者の安全な

通行の確保と高齢運転者

の交通事故防止 

・横断するときは、目立つよう手を挙げる「ハンド・アップ運動」を実

践します。 

・運転者は、横断歩道での歩行者優先を実践します。 

・高齢者の運転や運転免許証の自主返納について話し合います。 

 

 

自転車の安全利用の推進 

・地域や学校などで、交通ルールやマナーを呼びかけます。 

・自転車を利用するときは、「自転車安全利用五則」や「5つの左」を守

ります。 

・自転車利用者も加害者になり得ることを認識し、保険加入の有無や補

償内容を確認するとともに、未加入の場合は、各種保険に加入します。 

全ての座席のシートベル

トとチャイルドシートの

正しい着用の徹底 

・「カチッと100！」を合言葉に、地域で一体となってシートベルト・

チャイルドシートの着用率100％を目指します。 

・着用の必要性や効果について理解を深め、正しく着用します。 

 

 

飲酒運転の根絶 

 

・飲酒をせずに運転する人をあらかじめ決めておく「ハンドルキーパー

運動」を実践します。 

・飲食店等と協力して、地域ぐるみで「飲酒運転四（し）ない運動」を

推進します。 

・わずかな飲酒でも絶対に運転しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車を安全に利用しましょう！ 

 愛知県内では、平成 30 年の四輪車乗車中の事故死者 42 人のうち、20 人がシートベ

ルト非着用でした。そのうちシートベルトを着用していれば助かったと思われる人は 10

人（５０％）でした。 

交通事故が発生した時、シートベルト非着用者の致死

率は、着用者の１４倍以上にもなります。 

後部座席も含めた全ての座席で、シートベルト・チャ

イルドシートの着用を徹底しましょう。 

合言葉は、すべての座席で「カチッと１００！」 

シートベルト・チャイルドシートを１００％着用しましょう！ 

～自転車安全利用五則～ 

①  自転車は車道が原則です 

②  車道では左側を通行しましょう 

③  歩道では歩行者優先で、車道寄りを徐行しましょう 

④  安全ルールを守りましょう 
・飲酒運転、二人乗り、並進の禁止 

・夜間はライト点灯 

・交差点での信号遵守と一時停止、安全確認 

⑤  子どもはヘルメットを着用しましょう 
 

知っていますか？5つの左 

① 車道の左側を走りましょう 

② 左側から乗りましょう 

③ 左足をつきましょう 

④ ブレーキは左からかけまし

ょう 

⑤ 左側から降りましょう 

豊田市交通安全市民会議事務局 

〒471-8501  豊田市西町 3－60  豊田市役所交通安全防犯課内  

TEL：34-6633  FAX：32-3794  Ｅメール：signal@city.toyota.aichi.jp 

ホームページ：https://signal.toyota.aichi.jp/ 


